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電気通信大学　平成16年度シラバス

授業科目名 近代小説の人間学

英文授業科目名 Ｔｈｅ　Ｈｕｍａｎ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ　ｏｆ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｎｏｖｅｌｓ

開講年度 2004年度 開講年次 ３，４年次

開講学期 ６，８（５，７）学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 単位数 2

科目区分 総合文化科目-上級科目-テーマ別セミナー

開講学科・専攻

情報通信工学科
情報工学科
電子工学科
量子・物質工学科
知能機械工学科
システム工学科
人間コミュニケーション学科

担当教官名 島内　景二

居室 東１-８１５

公開E-Mail 授業関連Webページ

shimauch@bunka.uec.ac.jp 　

【主題および達成目標】

　近代小説を読みながら、特に「人間関係」に注目して分析する。

　人間の幸福は、人間関係の中にしかないし、またそこにこそ人間の不幸も発生する。

　わたしたちが「自分をめぐる現実」を一つの物語として把握するとき、近代小説が追求し続けてきた「

人間」への関心は、大きなヒントになることだろう。

　「考えながら読む姿勢」が獲得できたか、小説の世界を自分の現実に引きつけて咀嚼できる想像力が涵

養できたか。それが、この講義の最終目標である。

【前もって履修しておくべき科目】

　特に、なし。

　ただし、履修希望者が多い場合には、文学Ａと文学Ｂの履修済み学生を優先する。

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

　特に、なし。

　ただし、文学Ａと文学Ｂを履修しておけば、より深く学べるだろう。

【教科書等】

　教科書は、使わない。プリントを配布する。
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【授業内容とその進め方】

　最初の数回は、講義者が小説の分析を手本として示す。

　残りのほとんどの回は、発表者に担当部分の分析結果や自分の感想を述べてもらう。

　取り上げる作品は、履修者の希望をなるべく汲み上げたい。

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

　出席重視。

　学期末に、長めのレポートを書いてもらう。

　この二つを総合的に勘案して、最終成績を出す。

【オフィスアワー：授業相談】

　特に設けない。質問等は電子メ-ルで受け付ける。

【学生へのメッセージ】

　大学に入ってから、あまり小説を読んだことのない学生も、ここで大いに読んでみませんか。きっ

と、何か身近に考えられるテーマがみつかりますよ。

　大学の「自分探し」の総決算として、このセミナーに参加して、レポートを書くことを勧めます。

【その他】

　


